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‐
佐
井
村
村
民
憲
章

一
、
学
ぶ
意
欲
を
も
ち
、
知
性
と
良
識

心

あ
ふ
れ
る
村
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、
健
康

と
安
全
を
心
が
け
、

明
る
く
楽
し
い
村
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、
勤
労
を
喜
び
、
力
を
合
わ
せ
て

豊
か
な
村
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、
自
然
を
守
り
、
人
を
愛
し
、

心
や
さ
し
い
村
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、
心
身
と
も
に
健
全
な
子
の
育

つ

暖
か
い
家
庭
と
村
を
つ
く
り
ま
す
。

草 と り 奉 仕 に ・｜夬 い 汗

寿会（宮野政治会長）ではこのほど、役場

庁舎前と農業研修センターの花壇の草取り作

業の奉仕を行いました。

和気あいあいのうちに、すっかりきれいに

なった花壇に、この秋にはきれいな花でいっ

ぱいになることでしょう。

▲

主

な

内

容

▼

２
～
３
街
の
話
題

４

出
稼
現
地
の
み
な
さ
ん

５

原
子
力
だ
よ
り

６
～
ブ
教
育
だ
よ
り

８
～
９
保
健
婦
だ
よ
り

１０
～
リ

父
母
だ
よ
り

１２

税
務
だ
よ
り

年
金
だ
よ
り

１３

お
し
ら
せ

１４

戸
籍
の
窓
口



無
火

災
・
無

災
害

に

向

っ
て

Ｉ

佐
井
村
消
防
団
定
期
観
閲
式
－

晴
天
に
恵
ま
れ
た
五
月
十
一
日
、

佐
井
村
消
防
団
の
定
期
観
閲
式
が

役
場
前
と
佐
井
漁
港
を
式
場
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

八
分
団
百
九
十
七
名
の
団
員
と

川
目
婦
人
消
防
協
力
隊
、
福
浦
少

年
消
防
ク
ラ
ブ
の
生
徒
た
ち
に
よ

る
、
息
の
あ
っ
た
ポ
ン
プ
操
法
、

ま
と
い
振
り
演
技
、
初
期
消
火
演

技
や
消
火
栓
操
法
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。
つ
づ
い
て
、
火
災
を
想
定

し
た
本
番
さ
な
が
ら
の
一
斉
放
水

を
行
い
、
さ
ら
に
力
強
い
分
列
行

進
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

ど
の
分
団
も
、
日
頃
の
訓
練
の

成
果
を
存
分
に
発
揮
し
、
来
賓
、

観
客
か
ら
お
し
み
な
い
拍
手
を
受

け
て
い
ま
し
た
。

▲まとい振り演技 ▲整列する消防団員

▲一斉放水 ▲福浦少年消防クラブ

表
彰

を

受

け
た
み

な
さ

ん

消
防
庁
長
官
表
彰

●
永
年
勤
続
功
労
章

第
二
分
団
分
団
長

横
浜
松
雄

青
森
県
知
事
表
彰

●
表

彰

旗

佐
井
村
消
防
団

●
永
年
勤
続
功
労
章

第
三
分
団
部
長

松
村
信
儀

第
五
分
団
部
長

東
出
福
一

第
二
分
団
班
長

松
谷

明

日
本
消
防
協
会
会
長
表
彰

●
精

績

章

第
四
分
団
分
団
長

宮
川

茂

●
勤

続

章

半
団
副
分
団
長

松
谷
勇
助

青
森
県
消
防
協
会
会
長
表
彰

●
功

労

章

本
団
分
団
長

島
野
芳
丈

本
団
副
分
団
長

松
谷
勇
助

●
勤

功

章

第
四
分
団
副
分
団
長
木
下
重
幸

第
七
分
団
部
長

田
中
忠
弘

●
現
場
功
労
章

第
八
分
団

●
永
年
勤
続
章

二
十
五
年
以
上

半
団
部
長

坪
谷
正
隆

第
三
分
団
部
長

松
村
信
儀

”

団
員

佐
藤
唯
一

第
四
分
団
副
分
団
長
木
下
重
幸

第
五
分
団
部
長

東
出
福
一

”

班
長

福
田

勝

●
永
年
勤
続
章

二
十
年
以
上

第
二
分
団
副
分
団
長
津
田
勝
義

”

部
長

奥
本
次
男

″

部
長

松
谷
喜
久
雄

”

団
員

岡
本
秀
雄

第
五
分
団
副
分
団
長
横
浜
芳
男

”

部
長

福
田
徳
美

”

班
長

川
村
昇
一

″

団
員

福
田

茂

″

団
員

田
中
与
蔵

″

団
員

田
中
勝
好

●
永
年
勤
続
章

十
五
年
以
上

第
二
分
団
団
員

七
戸

守

″

団
員

鹿
島
伸
三

第
四
分
団
部
長

館
脇
守
敬

第
五
分
団
団
員

横
浜

武

第
六
分
団
団
員

細
間
直
文

●
永
年
勤
続
章

十
年
以
上

第
三
分
団
団
員

加
藤
謙
一

第
四
分
団
団
員

福
田
正
義

”

団
員

宮
木
勝
夫

第
五
分
団
団
員

横
浜
英
毅

”

団
員

田
中
勝
年

″

団
員

田
中
睦
男

”

団
員

新
田
辰
男

第
五
分
団
団
員

磯
川
光
秋

″

団
員

東
出
一
夫

″

団
員

田
中
友
市

”

団
員

横
浜

茂

”

団
員

横
浜

弘

”

団
員

横
浜
光
吉

第
八
分
団
団
員

山
本
秀
志

青
森
県
消
防
協
会

む
つ
下
北
支
部
長
表
彰

●
優
良
団
員
章

第
一
分
団
副
分
団
長
田
名
部
久

第
二
分
団
部
長

奥
本
次
男

第
三
分
団
部
長

加
藤
義
一

第
八
分
団
部
長

浜
野
幸
雄

佐
井
村
長
表
彰

●
感
謝
状
（
永
年
勤
続
退
団
者
）

中
村
喜
一

二
十
五
年
勤
続

内
田
慎
一

三
十
三
年
勤
続

小
沢

至

二
十
五
年
勤
続

石
戸
要
市

二
十
二
年
勤
続

館
脇

豊

二
十
五
年
勤
続

紀
伊
光
一

十
六
年
勤
続

●
感
謝
状
（
一
般
協
力
者
）

川
野
は
つ
え

火
災
発
見
協
力

山
本
隆
子

火
災
通
報
協
力

樋
口
鉄
雄

初
期
消
火
協
力

竹
内
一
男

初
期
消
火
協
力

竹
内
芳
規

初
期
消
火
協
力

竹
内
龍
三

初
期
消
火
協
力



親
子
で
グ
リ
ー
ン
作
戦

交
通
安
全
母
の
会
で
は
、
こ
の
ぼ
ど
古
佐
井
川
河
川
敷
の
清
掃
奉
仕
を

行
い
ま
し
た
。

集
っ
か
ゴ
ミ
は
ト
ラ
ッ
ク
三
台
分
に
も
な
り
、
燃
え
る
ゴ
ミ
は
そ
の
場

で
焼
却
し
、
燃
え
な
い
ゴ
ミ
は
不
燃
物
処
理
場
に
埋
め
立
て
ら
れ
ま
し
た
。

通
り
か
か
っ
た
人
た
ち
に
「
ご
苦
労
さ
ん
」
と
声
を
か
け
ら
れ
、
み
な

さ
ん
快
ち
よ
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

古

佐

井

川

の
ゴ
ミ

拾

い

佐
井
小
六
年

福
田
夕
子

四
月
十
八
日
は
、
古
佐
井
川
の

掃
除
で
し
た
。

け
じ
め
は
何
を
や
っ
た
ら
い
い

の
か
分
か
ら
な
か
っ
た
け
ど
、
や

っ
て
い
る
う
ち
に
分
か
っ
て
き
ま

し
た
。
古
佐
井
川
に
降
り
て
み
る
と
、

と
て
も
き
た
な
か
っ
た
で
す
。
こ

れ
で
は
佐
井
村
の
（

ジ
で
す
。
佐

井
に
来
た
観
光
客
た
ち
に
と
て
も

は
ず
か
し
い
で
す
。
だ
か
ら
私
は

も
し
ゴ
ミ
が
落
ち
て
い
た
ら
、
進

ん
で
拾
う
よ
う
に
し
た
い
で
す
。

古

佐

井

川

の

清

掃

佐
井
小
六
年

品
田
た
か
子

先
月
、
古
佐
井
川
の
清
掃
を
し

ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
が

参
加
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

古
佐
井
川
は
思
っ
た
よ
り
ゴ
ミ

が
多
く
、
（

ツ
キ
リ
言
っ
て
き
た

な
か
っ
た
で
干

。

紙
く
ず
や
ジ
ュ
ー
ス
の
缶
、
か

ん
づ
め
の
か
ら
、
ビ
ー
ル
の
び
ん

の
か
け
ら
な
ど
、
た
く
さ
ん
あ
り

ま
し
た
。
あ
と
、
こ
ん
な
物
が
？
・

と
思
う
よ
う
な
物
が
あ
り
ま
し
た
。

ワ
リ
ッ
カ
の
び
ん
、
サ
ン
ダ
ル
な

ど
で
す
。
こ
れ
は
大
変
よ
く
な
い

と
思
い
ま
す
し
、
古
佐
井
川
を
き

れ
い
に
す
る
に
は
、
一
人
一
人
が

も
っ
と
気
を
つ
け
れ
ば
い
い
と
思

い
ま
す
。

だ
か
ら
、
私
も
以
前
よ
り
川
を

き
れ
い
に
大
切
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

古
佐
井
川
を
き
れ
い
に
し
て

佐
井
小
六
年

奥
本
良
子

四
月
十
八
日
は
、
古
佐
井
川
の

ゴ
ミ
拾
い
を
し
ま
し
た
。

け
じ
め
に
全
員
で
写
真
を
と
り

警
察
の
人
の
お
話
し
を
聞
い
て
か

ら
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

古
佐
井
川
に
お
り
て
み
た
ら
、

あ
た
り
一
面
ゴ
ミ
だ
ら
げ
で
び
っ

く
り
し
ま
し
た
。
ビ
ー
ル
び
ん
の

か
け
ら
が
所
々
に
あ
り
、
も
し
足

に
さ
さ
っ
た
ら
、
と
思
う
と
ゾ
ッ

と
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
人
が
捨
て

た
よ
う
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
容
器

な
ど
も
あ
り
、
ど
う
し
て
こ
ん
な

物
を
捨
て
る
ん
だ
ろ
う
、
川
に
捨

て
る
ん
だ
っ
た
ら
、
き
ち
ん
と
ゴ

ミ
を
出
し
た
ら
い
い
の
に
と
思
い

ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
拾
っ
た
ゴ
ミ
を
Ｉ
ヶ

所
に
集
め
、
火
を
つ
け
て
燃
や
し

ま
し
た
。
で
も
風
が
強
く
危
な
か

っ
た
の
で
、
私
の
家
か
ら
バ
ケ
ツ

を
持
っ
て
き
て
、
川
の
水
を
か
け

ま
し
た
。
始
め
る
前
は
す
ご
い
ゴ

ミ
で
、
と
て
も
き
た
な
か
っ
だ
け

ど
、
終
っ
た
ら
元
の
き
れ
い
な
河

原
に
な
り
ま
し
た
。

四
月
十
八
日
の
ゴ
ミ
拾
い
に
参

加
く
だ
さ
っ
た
お
二
人
の
声

古
佐
井

竹
本
ミ
サ

６４
歳

ゴ
ミ
拾
い
に
は
、
孫
の
た
め
、

み
ん
な
の
た
め
と
思
っ
て
行
き
ま

し
た
。
海
か
ら
あ
が
っ
て
き
た
ゴ

ミ
も
あ
る
け
ど
、
す
ご
い
ゴ
ミ
だ

っ
た
。
腰
が
悪
い
け
ど
参
加
し
て

大
変
気
持
ち
が
良
か
っ
た
。

古
佐
井

黒
沢
ツ
エ

６３
歳

母
の
会
か
ら
の
放
送
を
聞
い
て

お
茶
を
飲
ん
で
い
る
よ
り
出
か
け

て
み
る
か
な
と
思
っ
た
。
主
人
心

行
っ
た
方
が
良
い
と
言
っ
て
く
れ

た
の
で
、
年
を
耿
っ
て
い
る
け
ど

若
い
人
に
ま
じ
っ
て
手
伝
い
を
し

て
、
と
て
も
良
い
気
分
で
し
た
。

死亡事故ゼロ

２０００日を目指して

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
の
一

環
と
し
て
、
交
通
安
全
パ
レ
ー
ド

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

パ
レ
ー
ド
に
は
、
役
場
職
員
を

け
じ
め
、
営
林
署
、
商
工
会
、
母

の
会
な
ど
各
職
場
、
団
体
か
ら
の

代
表
三
十
人
が
参
加
。
十
二
台
の

車
を
連
ね
て
佐
井
－

磯
谷
―
原
田

間
を
「
ス
ピ
ー
ド
が
増
せ
ば
危
険

も
増
し
ま
す
。
安
全
運
転
で
ゆ
っ

く
り
走
り
ま
し
よ
う
。」
「
若
い
運

転
手
の
み
な
さ
ん
、
無
謀
運
転
は

や
め
て
く
だ
さ
い
。」
と
呼
び
掛
け

て
パ
レ
ー
ド
し
ま
し
た
。

村
ぐ
る
み
の
安
全
運
転
で
、
交

通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
二
千
日
の
達
成

を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。



認

め

ら

れ

た

本

物

の

味

東
京
８７
日
本
の
１０１
村
展

甘
塩
ウ
ニ
が
最
優
秀
賞

村

の

万
博

８７

日

本

の
１０１

村

展
は
、

四
月

二

十

四
日

か
ら

四

月
三

十

日

ま

で
、

東

京

の
西

武

百

貨

店
池

袋

店

で
開

催
さ

れ

ま

し

た

。

日

本

の
１０１

村

展
は

、

全
国

各
地

の
地

域

お

こ
し

の

パ
ワ

ー

の
実

態

を

、
都

市

生

活

者
に

紹

介

、

発
表

し

、
地

方

と

都
市

の
人

々

と

の

Ｊ

ミ

ュ

ニ
ケ

ー

シ

ョ

ン
を

図

る

こ
と

を

主
眼

と

し

て

開

か
れ

ま

し

た

。

北
は

北

海

道

か
ら

南

は

九

州

の

か

地
域

よ

り

、

商

品
だ

け

を

送
り

こ

ん
だ

間

接

参

加

を

も
含

め

る
と

全

国

約

八
〇

〇

市

町
村

が

参

加
し

ま

し

た

。

佐
井

村

か

ら

は

「
ラ

ブ

リ

ー
さ

い
販
売
事
業
」
で
お
な
じ
み
の
、

佐
井
漁
協
加
工
品
、
甘
塩
ウ
ユ
、

イ
ク
ラ
、
ス
モ
ー
ク
サ
ー
モ
ン
、

サ
ケ
フ
レ
ー
ク
、
サ
ケ
の
切
身
、

ワ
カ
メ
、
と
ろ
ろ
＝
ン
ブ
、
煮
だ

こ
な
ど
を
、
下
北
ヒ
バ
エ
芸
企
業

組
合
か
ら
ヒ
バ
製
品
の
テ
し
ブ
ル

な
ど
を
中
心
と
し
九
日
用
品
を
出

展
販
売
し
ま
し
た
。

参
加
者
一
同
、
佐
井
村
を
売
り

込
も
う
と
の
意
気
込
み
も
大
き
く

今
年
は
茶
屋
（
食
堂
）
も
出
店
し

ま
し
た
。
こ
の
間
、
佐
井
村
出
身

の
方
々
も
多
く
来
店
し
、
多
く
の

励
ま
し
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
売
上
の
方
も
上
々
で
、
ト
ツ

プ
に

ラ

ン

ク

づ
け
さ
れ
て
い
ま
す

。

ま
た

、

茶
屋

の

方

も

、
佐

井

名

物

サ

ケ

の

親

子
丼

、

ウ

ユ
丼

は

好

評

で
、
連

日

賑
わ

い
を

み
せ

ま

し

た

。

こ

の

「
日
本

の
一
匹一
村

展
」

は

、

今

年

で

三
年

目

を

迎

え

、
佐

井

村

は
昨

年

よ

り
参

加

さ

せ

て

い
た

だ

い

て
い

ま
す

。

今

年

は

、
三

年

目

を
記

念

し

「
地

域

の

優

れ
た

物
、

日
本

の

１０１
村

展

＝
ン

テ

ス
ト

」

が

開
催

さ

れ

、「
村

お

こ

し

」
に

力

を

入
れ

て

い

る
全

国

賠

巾
町
村

の
農

林

水

産

加
工

品

が
出

品

さ
れ

、
著

名

人

や

都
内

の
主

婦

ら
５０

入

が
審

査
に

当

た

り
ま

し

た

。

審
査

基
準

は
、

①

地

域

お

こ
し

の

ス

ト

ー
リ

ー

性
②

味

と
色

彩

感

覚

③
価

格
④

パ
ッ
ケ

ー
ジ

と

デ
ザ

イ

ン
の
四

点

。

そ

の
結

果

、
佐

井

村

の

甘
塩

ウ

ニ

が

一
位

に

選

ば
れ

、

最

優

秀
賞

を

受
け

ま

し

た

。
賞

金

は

名

称

に
ひ

っ

か
け

１０１

万
円

を

受

賞
し
ま
し
た

。

期
間

中

、

観
光

パ

ン
フ

レ

ッ
ト

の
配

付

や

観
光

案

内

な

ど

宣
伝

に

も
力

を

入

れ

、
ま

た

、

東

京
村

人

会

幹
部

と

語

ら

い
の

場

も

設
け

。

「
本

州

の

て

っ
ぺ

ん

、

ラ

ブ
リ

ー

さ

い
」

の

宣
伝

効
果

も

大

き

く
、

漁
協

を

け

じ

め
生

産

者

の
大

き
な

励

み
と

な

り

ま
し

た

。

▲佐井村の出店風景

▲村出身の方も応援に

遠
く
ふ
る
さ
と
を
は
な
れ
て
、

仕
事
に
励
ん
で
お
ら
れ
る
み
な
さ

ん
。
現
地
で
の
生
活
は
い
か
が
で

す
か
。
こ
の
ペ
ー
ジ
は
、
現
地
と
ふ
る

さ
と
を
結
石
、
み
な
さ
ん
と
の
か

け
橋
で
す
。

現
地
で
の
情
報
、
お
便
り
、
写

真
な
ど
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

改
正
さ
れ
た
児
童
手
当
制
度

＝

二
番
目
の
子
供
も
対
象
に
＝

児
童
手
当
制
度
は
、
昭
和
六
十

一
年
に
大
幅
改
正
さ
れ
、
児
童
手

当
の
対
象
範
囲
を
三
番
目
の
子
か

ら
、
二
番
目
の
子
ま
で
に
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。
同
時
に
、
三
年
間
で

対
象
年
齢
が
段
階
的
に
変
わ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
、

そ
の
二
年
目
に
当
た
り
、
次
の
子

供
が
児
童
手
当
の
対
象
と
な
っ
て

い
ま
す
。

二
番
目
の
子
０
昭
和
五
十
八
年
四

月
二
日
以
降
に
生

ま
れ
た
子

三
番
目
の
子
＝
昭
和
五
十
三
年
四

月
二
日
以
降
に
生

ま
れ
た
子

も
し
、
あ
な
た
の
お
子
さ
ん
が

児
童
手
当
の
対
象
で
、
届
け
出
が

ま
た
が
っ
た
り
、
わ
か
ら
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
役
場
民
生

相
談
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。



原
子
力

だ
よ
リ

藤
原
社
長
（
電
源
開
発
㈱
）
が
来
村

去
る
五
月
六
日
、
大
間
町
で
原

子
力
発
電
所
計
画
を
す
す
め
て
い

る
電
源
開
発
㈱
の
藤
原
一
郎
社
長

が
来
村
し
、
当
村
を
け
じ
め
、
大

間
町
、
風
間
浦
村
に
対
し
て
大
間

原
子
力
発
電
所
（
Ａ
Ｔ
Ｒ
実
証
炉
）

計
画
の
推
進
に
っ
い
て
、
協
力
の

要
請
が
あ
り
ま
し
た
。

大
間
原
子
力
発
電
所
計
画
に
っ

い
て
は
、
五
十
八
年
四
月
、
電
源

開
発
㈱
よ
り
当
村
を
含
む
三
ヶ
町

村
、
関
係
六
漁
協
で
構
成
さ
れ
る

「
大
間
原
発
環
境
調
査
協
議
会
」

（
三
ヶ
町
村
協
議
会
）
及
び
関
係

者
の
方
々
に
対
し
て
、
大
間
地
点

で
の
環
境
調
査
実
施
に
っ
い
て
協

力
の
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。

環
境
調
査
は
五
十
八
年
七
月
よ

り
開
始
さ
れ
、
五
十
九
年
十
二
月

に
ほ
ぼ
終
了
し
ま
し
た
。

こ
の
間
、
五
十
九
年
八
月
か
ら

十
一
月
に
調
査
の
中
間
報
告
と
計

画
構
想
が
示
さ
れ
、
ま
た
、
六
十

年
六
月
に
は
、
電
源
開
発
㈱
か
ら

当
村
を
け
じ
め
三
ヶ
町
村
及
び
県

に
対
し
て
協
力
要
請
が
あ
り
ま
し

た
。し
か
し
、
大
間
町
内
の
漁
協
と

の
話
し
合
い
が
進
ま
な
い
状
況
が

続
い
て
き
ま
し
た
。

今
般
、
電
源
開
発
㈱
よ
り
改
た

め
で
環
境
調
査
結
果
及
び
発
電
所

計
画
に
っ
い
て
説
明
し
、
今
後
具

体
的
な
協
議
に
入
り
た
い
旨
、
当

村
に
対
し
て
協
力
を
要
請
し
て
き

ま
し
た
。

当
村
と
し
て
は
、
電
源
開
発
㈱

か
ら
示
さ
れ
た
資
料
を
村
民
の
み

な
さ
ん
に
説
明
し
て
も
ら
い
、
み

な
さ
ん
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
対

応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。今
後
も
、
大
間
原
子
力
発
電
所

に
関
す
る
情
報
を
、
必
要
に
応
じ

て
み
な
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

発

電

所

計

画

の

内

容

宙

力
）

六
十
万
六
千
匝

〈
位
置
〉

下
北
郡
大
間
町

（
港
湾
の
位
置
〉

大
間
・
奥
戸
漁
区
の
境

（
取
放
水
方
式
〉
水
中
放
流
方
式

・
水
深
六
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
か

ら
温
排
水
を
放
水
し
ま
す
。

温
排
水
が
広
が
る
範
囲
は
下
図

の
と
お
り
で
す
。

・温排水拡散範囲（１゚Ｃ以上） ・大間原子力発電所計画



教
育
だ
よ
う

佐

井

婦

人

講

座

開

講

５

月
１１一
日

（
日

）

午

後
７

時

か

ら

佐

井

婦

人
会

館

で

昭

和
６２

年

度

の
婦

人

講

座

の
開

講

式

が

行
な

わ

れ

講

座

日

程

が
次

の

と

お
り

決

ま

り

ま

し

た

。

尚

、

婦

人
講

座

に

つ

い

て
の

問

合

わ

せ

は

中
央

公

民

館

へ

。

登

（
３８

）
二

一

一

一
内

線

４２

番

昭和６２年度 佐井婦人講座日程

月日 曜 講座主題 内 容 時間 会 場 講 師

５／１１ 月 開 級 式
日程説明その
他

午後
７：００

婦 人 会 館

５／１５ 金 俳句、短歌
長後方面へ探
訪と実作

午前
９：３０

野 外 観 察 大石健次郎

５／２８ 木 －コ ー フ ス 二、三部合唱
午後
７：００

婦 人 会 館 申賀 確子

６／４ 木 社交ダンス 基礎を学ぶ μ 振興センター 坂本 練一

６／１１ 木 μ 体を動かす μ μ

６／１８ 木 踊って楽しむ μ μ

６／２６ 金
レクリエー

ジ ョ ン
村民大会に備
えて 婦 人 会 館 石沢 京子

７／１ 水 コ ー ラ ス 民謡を訪ねて ７／ μ 申賀 確子

７／１４ 火
レクリエー

ジ ョ ン
ネブタに備え
て

μ 石沢 京子

７／２７ 月 着 っ け ふだん着の手
順

μ 樋口 京子

９／２ 水 手 芸 編みもの μ 宮野 栄子

９／１０ 木 俳句、短歌 草花と野鳥を
みて実作

午前
９：３０ 野 外 観 察 大石健次郎

９／２１ 月 講 和 村政を語る
午後
７：００

婦 人 会 館 村 長

１０／１ 木 俳句、短歌 仏ヶ浦方面へ
探訪と実作

午前
９：３０ 野 外 観 察 大石健次郎

１０／１２ 月 着 っ け 袴の結び方
午後
７：００

婦 人 会 館 樋口 京子

１０／２７ 火 手 芸 編みもの
午後
ら：３０

μ 宮野 栄子

ｎ ／５ 木 籐 工 芸 一輪ざし μ 鶴ヶ畸 猛

１１／１０ 火 着 つ け 帯の結び方 μ 樋口 京子

１１／１７ 火
レクリエー

ジ ヨ ン
美容運動 μ 石沢 京子

太田杯花見野球

竹

内

自

エ

細

川

建

設

佐

井

村

役

場

ブ
ル
ー
フ
ァ
イ
タ
ー

太

田
ラ

イ

オ
ン

ズ

テレビ家庭教育番組

青森放送・北海道放送 毎週水週日 午前１１：００～

６月３日 おもちゃは子どもの、６の１瞳一 子ども

の創造性を考える
子どもにとって創造・｜咥とはイ可かを、子
ども文イ匕の冷亥をなす「おもちゃ」の在り
方について考える。

６月１０日 毋と子は同い年一 子育て
７人の子育てをしている母親を取材し、子

子育てには何ヵ呟委で何か大切であった
かを探ってみる。

６月１７日 わらしこ遊びは変わった一 子どもの遊び
社会の変化と遊びとのかかわりや、遊

びの片寄り現家を探ってみる。
６月２４日 １２人の里子たち 里親と里子

里親制度で育った子どもたちと里親と

（刀つな力りＪについて老ｊてみる。

昭
和
６２
年
度

地
区
公
民
館
長
会
議

５
月
１４
日
（
木
）
今
年
度
の
地

区
公
民
館
活
動
の
方
向
に
つ
い
て

各
地
区
公
民
館
長
と
事
務
担
当
者

の
会
議
が
振
興
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

会
議
の
席
上
、
一
昨
年
か
ら
各

地
区
公
民
館
長
の
要
望
事
項
で
あ

っ
た
地
区
公
民
館
の
標
札
が
出
来

上
り
、
そ
の
標
札
の
披
露
が
お
こ

な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
標
札
は
、
各
地
区
生
活
改

善
セ
ン
タ
ー
等
に
掲
示
さ
れ
ま
す

が
、
掲
示
の
趣
旨
は
、
地
区
公
民

館
制
度
が
発
足
以
来
、
１０
年
が
経

過
し
、
今
ま
で
以
上
に
社
会
教
育

に
対
す
る
認
識
を
深
め
、
地
区
公

民
館
活
動
の
拠
点
と
す
る
も
の
で

す
。



第９回
町内対抗ソフトボ回吠会

囗 時 昭和６２年 ６月２１日（日）

午前 ８時３０分 ～

会 場 佐 井 中学 校 グラ ン ド

※詳細ま後日チラシでお知らせします

「
豆

辞

典

」

魚

の
寿

命

み
な
さ
ん
、
ふ
だ
ん
囗
に
す
る

魚
が
、
ど
の
く
ら
い
の
寿
命
か
お

る
か
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

一
般
に
大
型
の
魚
類
は
相
対
的

に
長
寿
で
あ
り
、
チ
ョ
ウ
ザ
メ
類

で
は
三
十
歳
以
上
の
も
の
が
記
録

さ
れ
て
い
ま
す
。

普
通
の
大
き
さ
（
三
十
四
前
譽

の
魚
は
、
案
外
短
命
で
数
年
か
ら

十
年
余
り
で
一
生
を
終
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
メ
ダ
カ
類
な
ど
体
長

１０
ｍ
前
後
ま
た
は
そ
れ
以
下
の
小

型
魚
は
、
生
後
一
年
余
り
で
死
亡

し
て
し
ま
う
の
で
す
。

魚
の
寿
命
は
、
成
熟
年
齢
と
関

係
が
深
く
、
多
く
の
魚
の
成
熟
年

齢
は

Ｉ
～
三
年
で
、
寿
命
は
そ
の

二
大

二
倍
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
雌
雄
に
よ
っ
て
成
熟

年
齢
が
異
な
る
も
の
で
は
、
寿
命

数
に
も
性
的
な
差
異
が
認
め
ら
れ

た
と
え
ば
カ
レ
イ
類
の
多
く
は
、

メ
ス
の
方
が
晩
熟
性
で
長
命
で
す
。

（
水
産
課
）

主な魚の寿命と成熟年齢

種 類 寿 命 成 熟 年 齢

ウ ミ タ ナ ゴ ３ １

チ カ ４ １

カタクチイワシ ２～４ １

マ イ ワ シ ５～６ ．１

マ ア ジ ５～６ ２

ヤ マ メ ５～６ ２

マ サ バ ５～６ ２～３

コ イ ２０ ２～３

サ ケ ２～６ ２～６

ソ ウ ノ丶 チ 合３ ♀１０ 合２ ♀３

マ ダ イ １５ ３～４

水道週間

６月１日～７日

”近
代
水
道
”か
生
ま
れ
て

今
年
で
百
年

水
道
と
名
の
つ
く
施
設
は
、
い
つ
ご
ろ
か

ら
日
本
に
あ
っ
た
か
ご
存
じ
で
す
か
。

江
戸
時
代

に
は
簡
単
な
水
道
施
設
が
す
で

に
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
当
時
の
水
道
は
、
川

や
湖
な
ど
か
ら
溝
。を
拑
っ
て
水
路
を
町
ま
で

ひ
き
、
そ
こ
か
ら
地
下
に
埋
め
た
木
の
管
に

水
を
通
し
、
共
同
の
井
戸
や
溜
桝
に
水
を
確

保
し
た
も
の
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
当
時
の

人
々
が
水
を
使
う
と
き
は
、
井
戸
や
溜
桝
ま

で
出
向
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
す
。

苦

労

が

絶
え

な

い

水

源

の

確

保

現
代
の
よ
う
に
、

。
蛇
口
を
ひ
ね
れ
ば
水

が
で

る
″
と
い
っ
た
近
代
水
道
は
、
明
治
二

十
年
（
一
八
八
七
年
）

に
初
め
て
、
神
奈
川

県
・
横
浜
市
に
で
き
ま
し
た
。
当
時
の
水
道

は
、
水
を
消
毒
し
て
い
な
い
こ
と
を
除
け
ば
、

原
理
的
に
は
現
在
の
水
道
と
全
く
同
じ
で
、

ろ
過
し
た
水
に
圧
力
を
加
え
、
鉄
管
を
通
し

て
給
水
す
る
と
い
う
画
期
的
な
も
の
で
し
た
。

今
年
は
、
日
本
に
近
代
水
道
が
誕
生
し
て

か
ら
ち
ょ
う
ど
百
年
目
を
迎
え
ま
す
。
現
在
、

全
国
の
水
道
普
及
率
は
九
三

こ
二
％
（
六
十

年
度
末
現
在
）
と
な
り
、
蛇
口
を
ひ
ね
れ
ば

水
が
で
る
と
い
う
こ
と
が
当
た
り
前
だ
と
思

っ
て
い
る
方
が
多
い
の
で

ぱ
な
い
で
し
ょ
う

か
。
し
か
し
、
水
そ
の
も
の
は
無
隕
に
わ
い

て
く
る
資
源
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

最
近
は
、
新
し
い
水
源
を
生
み
出
す
た
め

に
ダ
ム
を
造
る
な
ど
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の

た
め
に
は
、
た
い
へ
ん
な
お
金
と
時
間
が
か

か
り
ま
す
。
ま
た
、
水
源
の
水
の
汚
れ
が
年
々

ひ
ど
く
な
る
た
め
、
き
れ
い
な
水
道
水
に
す

る
た
め
の
苦
労
は
絶
え
ま
せ
ん
。

生

活

に

欠

か

せ

な

い

″
命

の

道

″

水
道
は
、
わ
た
し
た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ

な
い

ぷ
叩
の
道
″
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
水

の
需
要
に
応
じ
て
、
計
画
的
、
広
域
的
に
水

道
を
整
備
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

六
月
一
日
か
ら
ぱ
じ
ま
る
「
水
道
週
間
」

を
機
会
に
、
改
め
て
水
道
の
大
切
さ
を
見
直

し
、
上
手
な
使
い
方
を
考
え
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。



保 健 婦 だ よ り

胃・直腸がん検診は

毎年受けよう

６月～７月にかけて実施

今
年
も
６
月
か
ら
７
月
に
か
け

て
、
胃
・
直
腸
が
ん
（
便
潜
血
反

応
）
検
診
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
毎

年
か
か
さ
ず
受
け
て
い
る
人
、
中

休
み
す
る
人
、
ま
だ
一
度
も
受
け

た
こ
と
が
な
い
人
等
、
さ
ま
ざ
ま

で
す
が
、
集
団
検
診
に
よ
り
発
見

さ
れ
た
が
ん
と
、
症
状
が
出
て
か

ら
病
院
に
か
け
こ
ん
だ
場
合
の
が

ん
と
を
比
べ
る
と
、
集
団
検
診
を

受
け
た
が
ん
は
二
倍
近
く
よ
く
治

り
ま
す
し
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら

治
療
費
も
早
期
が
ん
ば
進
行
が
ん

の
二
分
の
Ｉ
で
す
み
ま
す
。

一
度
で
も
検
診
を
受
け
る
と
、

そ
の
後
、
胃
が
ん
で
あ
る
危
険
度

は
四
分
の
一
に
減
り
ま
す
。
ま
だ

一
度
も
検
診
を
受
け
た
こ
と
の
な

い
人
は
胃
が
ん
の
高
危
険
グ
ル
ー

プ
と
い
わ
れ
ま
す
。

胃
が
ん
、
直
腸
が
ん
予
防
の
第

一
歩
は
検
診
を
受
け
る
こ
と
で
す
。

検
診
日
程
は
６
月
２３
日
～
６
月

２７
日
、
６
月
３０
日
～
７
月
４
日
ま

で
の
１０
日
間
で
す
。
申
込
み
が
八

百
人
を
こ
え
た
場
合
は
冬
期
間
に

も
実
施
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
両

佐
井
地
区
は
一
日
の
検
診
人
員
８０

人
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
割
り
当

て
ら
れ
た
日
程
に
、
都
合
に
よ
り

ど
う
し
て
も
受
け
ら
れ
な
い
方
は

係
に
申
し
出
て
下
さ
い
。

胃
が
ん
、
直
腸
が
ん
検
診
の
申

込
み
は
後
日
保
健
協
力
員
が
ま
わ

り
ま
す
の
で
、
胃
が
ん
だ
け
で
な

く
直
腸
が
ん
検
診
も
あ
わ
せ
て
申

込
み
下
さ
い
。

バ
リ
ウ
ム
を
の
ん
で

胃
の
エ
ッ
ク
ス
線
間
接
撮
影

集検受診群
と病院外来
群の５年生
存率

が
ん
検
診
で

助
か
っ
た
実
例

検
診
で
胃
が
ん
が
発
見
さ
れ
、

精
密
検
査
の
た
め
に
来
診
す
る
兄

（
４６
）
を
心
配
し
て
つ
い
て
き
た
弟

（
４４
）
に
も
検
診
を
す
す
め
た
と
こ

ろ
、
兄
と
ま
っ
た
く
同
じ
部
位
に

胃
が
ん
が
あ
り
、
と
も
に
早
期
が

ん
で
驚
い
た
｝一
と
。
二
の
仲
の
よ

い
兄
弟
も
す
で
に
十

】
年
余
を
経

て
、
元
気
で
働
い
て
い
ま
す
。

早匐が１ん綮亂 フィル∠Ｘ番号Ａ加７

あ

る
職
場
検
診

の
こ

と
、
課

長

さ
ん

の
Ｏ
氏
（
５１

）
は
対

が
ん
活

動

に
熱

心
で
、

も
ち
ろ

ん
毎

年

ま
っ

先
に

検
診
を
受

け
て

い
ま
し

た
。

こ
の
人

に
胃
が

ん
が
発

見
さ

れ
た

の
で

す
。
フ

ィ
ル

ム
を
読

ん

だ
わ

た
し

も
驚
き

ま
し
た

が
、
手

術
の

結
果

は
早
期

が
ん
で

心
配

な

く
、

そ

の
後
、
職

場
に
復

帰
さ

れ
大
い

に
活

躍
さ
れ
て

い

ま
す
。
自

分
の

か
ら

だ
を
守

る
と

と
も
に
社

会
的

な
責

任
も
立

派
に
果

た
さ

れ
た
と

い
え

ま
し
ょ

う
。

厦蓚の無狸蓆も滄とり／こ

Ｋ

氏
（
４９

）
は
検
診

の
結

果
、
小

さ
い
早
期

の
が

ん
で

し

た
の
で
、

さ
っ
そ
く
手

術

を
す
す

め
本
人

も

納

得
し
て
帰

っ

た
の
で

す
が
、
奥

さ
ん
が
「

あ
の
よ

う
に
丈

夫
な
主

人

が
、
が

ん
の

は
ず

が

な
い
」

と

い
っ
て
反

対
さ

れ
、
ま

た
町
の
病

院

も
こ
の

間
の

い
き
さ
つ

を
知
ら

さ
れ
ず
に

様
子

を
み
た

も
の
で

す

か
ら
い
つ

そ
う
混

乱
し
て

し
ま

い

ま
し
た
。

保
健
婦

さ
ん

の
説
得

に

よ

っ
て
、

手
術

を
受
け

る
ま
で

に

半

年
以
上

も
か

か
っ
た

の
で
す
。

幸

い
に
、

ま
だ
早

期
が

ん
で
し

た

の
で
、
み

な
、

ホ
ツ
と
し

た
ケ

ー

ス
で
す
。

７韋手ぬきで危ないめに

毎

年
、
検

診
を
受

け
て

い
た
Ｓ

さ

ん
（
５４

）

は
四

年
前
の

｝一
と
、

た

ま
た
ま
、

町
に

検
診
車

が
来
る

時

期
に
用

が
あ
っ
て

受
け

る
こ
と

が
で

き
ま
せ

ん
で
し

た
。

気
に
さ

れ
て

い
た

の
で
す

が
一
年

ぬ
い
て

し

ま
っ
た

そ
の
翌

年
、
胃

が
ん
が

検

出
さ

れ
手
術

を
受
け
た

の
で
す

が
、
早
期

の
状
態

を
少
し

出
た
中

期

の
が

ん
、
ま

だ
救
命
可

能
の

が

ん
で
し
た

が
危

な
い
と
一
一
ろ
で
し

た

。
へ

き
地
の
町

村
で

は
年
に

一

回

来

る
検

診
車

に
よ
る
受

診
が
命

の
分

か
れ
目
に

な
る
こ

と
が

あ
る

の
で

す
。



季節の変わりめは

健康に気をつけよう

春
の
天
気
は
気
言
ぐ
れ
で
、
暖

か
い
日
が
つ
づ
い
た
後
、
急
に
冬

に
逆
も
ど
り
し
た
よ
う
な
寒
さ
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
花
冷
え

と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
こ
ん
な

と
き
、
私
た
ち
の
か
ら
だ
は
、
気

候
の
変
化
に
順
応
し
よ
う
と
し
て
、

ホ
ル
モ
ン
や
自
律
神
経
の
作
用
が

天
候
に
応
じ
て
微
妙
に
変
化
し
、

た
と
え
ば
皮
膚
血
管
が
広
か
つ
て

発
汗
し
た
り
、
あ
る
い
は
収
縮
し

た
り
す
る
現
象
を
繰
り
返
し
ま
す
。

こ
の
た
め
体
温
調
節
の
働
き
も
不

安
定
に
な
り
、
体
調
を
く
ず
し
や

す
く
し
ま
す
。

季
節
の
変
わ
り
め
は
、
睡
眠
不

足
や
過
労
を
避
け
、
健
康
に
気
を

つ
け
ま
し
よ
う
。
と
く
に
持
病
の

人
や
お
年
寄
り
は
カ
ゼ
な
ど
ひ
か

な
い
よ
う
十
分
注
意
し
た
い
も
の

で
す
。

寝具の日干し私
た
ち
の
か
ら
だ
け
、
夜
ね
む

っ
て
い
る
と
き
で
も
汗
が
で
て
い

て
、
成
人
で
ふ
っ
う

Ｉ
晩
に
で
る

量
は
、
＝
ツ
プ
ー
～
２
杯
程
度
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
ふ
と

ん
な
ど
の
寝
具
は
そ
の
水
分
で
湿

っ
ぽ
く
な
り
、
保
温
力
も
わ
る
く

な
っ
て
い
る
の
で
す
。
と
く
に
子

ど
も
や
お
年
寄
り
が
湿
っ
た
寝
具

で
眠
る
の
は
健
康
上
か
ら
も
感
心

で
き
ま
せ
ん
。
寝
具
類
は
で
き
る

だ
け
こ
ま
め
に
日
干
し
す
る
よ
う

に
し
た
い
も
の
で
す
。

外出後は手洗い

うがいの励行を
ほ
こ
り
の
多
い
季
節
で
す
が
ら

も
の
も
ら
い
や
結
膜
炎
も
多
く
な

り
ま
す
。外
か
ら
帰
っ
て
き
た
ら
、

必
ず
う
が
い
、
手
洗
い
、
洗
眼
の

習
慣
を
み
ん
な
で
っ
け
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

特
に
下
北
管
内
の
児
童
生
徒
、

乳
幼
児
の
間
で
風
疹
が
流
行
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
う
が
い
や
手
洗

い
は
特
に
念
入
り
に
し
ま
し
よ
う
。

風
疹
は
妊
娠
初
期
（
妊
娠
四
ヵ

月
ま
で
）
の
妊
婦
が
か
か
る
と
お

な
か
の
胎
児
に
先
天
異
常
、
た
と

え
ば
心
奇
形
、
白
内
障
、
難
聴
な

ど
を
生
じ
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
妊
娠
す
る
前
に
風
疹

に
対
す
る
免
疫
を
も
っ
て
い
る
こ

と
が
大
切
で
、
結
婚
前
に
免
疫
の

検
査
を
し
、
抗
体
が
な
け
れ
ば
風

疹
ワ
ク
チ
ン
を
受
け
て
お
く
こ
と

を
す
す
め
ま
す
。

６月の保健事業

１日（月） 子宮 が ん検 診

８ 日（月） ツ ベル ク リン

１０日（＊） ＢＣ Ｇ

｝
班

昌 ）
佐 井 側 溝清掃

２３日（火） 乳児 相談

１才 半、 ２ 才児 健診

胃、直腸（便潜血反応検査）がん検診

２３日（火） 原田 、 川 目地 区

２４日冰） 牛滝 地 区

２５日沐） 福浦 地 区

２６日廁 磯 谷 、 長後 地 区

２７日（土） 大佐 井 地区

３０日（火） 大佐 井 地区

７ 月 １日冰） 古 佐井 地 区

２ 日沐） 古佐 井 地区

３ 日洳 古佐 井 地区

４ 日（土） 大佐 井 地区

●歯の衛生週間・６月４日～１０日●



交母だより

佐 井 村

交通安全母の会

交

通

安

全

教

室

で

学

ん

だ

こ

と

磯
谷
中
二
年

田
中

真
理

四
月
十
六
日
の
五
、
六
校
時
に

交
通
安
全
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
は
協
力
し
て
、
グ
ラ
ン

ド
に
ラ
イ
ン
を
引
い
た
り
、
理
科

室
に
暗
幕
を
張
り
準
備
し
ま
し
た
。

最
初
は
映
画
を
見
ま
し
た
。
そ

の
映
画
の
中
で
、
何
か
他
の
事
に

気
を
と
ら
れ
て
い
る
時
に
飛
び
出

し
が
多
い
事
が
分
か
り
ま
し
た
。

例
え
ば
、
プ
ラ
モ
デ
ル
を
早
く

作
り
た
い
。
お
菓
子
を
早
く
食
べ

た
い
な
ど
で
す
。
と
て
も
危
険
な

の
で
、
飛
び
出
し
に
は
注
意
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
と
つ
く
づ
く
思

い
ま
し
た
。

次
に
、
自
転
車
を
も
っ
て
グ
ラ

ン
ド
に
い
き
ま
し
た
。
グ
ラ
ン
ド

に
は
道
路
＝
Ｉ

ス
が
色
々
描
か
れ

て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
今
年
は
信

号
機
を
使
い
、
信
号
機
の
あ
る
道

路
の
渡
り
方
も
練
習
し
ま
し
た
。

大
間
警
察
署
の
人
か
ら
道
路
の
歩

き
方
今
自
転
車
の
乗
り
方
な
ど
に

っ
い
て
、
詳
し
く
教
わ
り
ま
し
た
。

実
際
、
自
転
車
に
乗
っ
て
Ｊ
Ｉ

ス
を
回
っ
て
み
る
と
、
普
段
な
に

げ
な
く
自
転
車
に
乗
っ
た
り
、
道

を
歩
い
た
り
し
て

、
と
ん
だ
な
あ

と
思
い
ま
す
。

今
ま
で
忘
れ
て
い
た
こ
と
が
思

い
出
さ
れ
、
ま
た
注
意
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
を
再
確
認
し
ま

し
た
。
警
察
の
人
や
交
通
安
全
母

の
会
の
人
た
ち
は
、
大
変
親
切
に

教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

母
の
会
の
人
も
言
っ
た
よ
う
に

家
を
一
歩
出
た
ら
、
立
ち
止
ま
っ

て
何
か
考
え
る
く
ら
い
の
余
裕
を

も
た
な
け
れ
ば
い
け
な
い
な
あ
と

思
い
ま
し
た
。

交
通
事
故
に
あ
っ
て
か
ら
で
は

遅
す
ぎ
ま
す
。
日
頃
か
ら
今
回
の

交
通
安
全
教
室
で
勉
強
し
た
こ
と

を
忘
れ
ず
匸
父
通
事
故
に
は
十
分

注
意
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

磯
谷
小
六
年

田
中
秀
美

四
月
十
六
日
に
交
通
安
全
教
室

が
あ
り
ま
し
た
。
ぼ
く
は
今
日
か

ら
自
転
車
に
乗
れ
る
と
い
う
こ
と

で
う
き
う
き
し
て
い
ま
し
た
。

掃
除
が
終
っ
て
交
通
安
全
教
室

が
始
ま
り
ま
し
た
。
最
初
に
大
間

警
察
署
の
人
と
交
通
安
全
母
の
会

の
人
か
ら
あ
い
さ
っ
が
あ
り
ま
し

た
。
次
に
映
画
を
見
ま
し
た
。
こ

の
映
画
を
見
て
分
か
っ
た
こ
と
は
、

き
ち
ん
と
車
が
来
る
か
來
な
い
か

確
認
し
て
か
ら
横
断
歩
道
な
ど
を

渡
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
磯
谷
で

も
車
が
道
路
に
止
め
て
あ
る
の
で

き
ち
ん
と
確
認
し
て
か
ら
渡
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

次
に
、
外
で
自
転
車
の
乗
り
方

を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ぼ
く

は
き
ち
ん
と
合
図
し
て
、
範
囲
を

守
っ
て
乗
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
は
、
自
転
車
に
乗
っ
た
ら

事
故
に
あ
わ
な
い
よ
う
に
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

磯
、斗
小
二
年

東
出
哲
也

ぼ
く
は
匸

父
通
安
全
教
室
を
最

初
に
見
て
、「
む
ず
か
し
そ
う
だ
な

あ
。」
と
思
い
ま
し
た
。

大
間
警
察
署
の
人
と
か
、
交
通

安
全
母
の
会
の
人
か
ら
、
一
日
に

ど
の
く
ら
い
の
人
が
交
通
事
故
に

あ
っ
て
い
る
か
教
え
て
も
ら
い
ま

し
た
。
そ
の
前
に
映
画
を
見
ま
し

た
。
次
に
外
に
出
て
、
今
度
は
本

当
に
自
転
車
に
乗
っ
て
や
っ
て
み

ま
し
た
。
合
図
は
全
部
右
手
で
や

り
ま
し
た
。
ぼ
く
は
や
り
な
が
ら

「
む
ず
か
し
い
な
。
」
と
思
い
ま
し

た
。
ぼ
く
は
一
番
初
め
に
自
転
車

に
乗
り
ま
し
た
。
次
に
ひ
で
み
君

が
乗
り
ま
し
た
。
先
生
も
ど
っ
ち

へ
行
く
か
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

「
左
で
す
。
」
と
か
「
止
ま
る
ん
で

す
よ
。」
な
ど
教
え
て
も
ら
い
ま
し

た
。
お
か
け
で
無
事
到
着
し
ま
し

た
。

今
月
の
標
語

根

岸

浩

則

夜
道
で
は

油
断
と
無
灯
火

命
と
り



正
し
い
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を

大
間
警
察
署
交
通
係
長

竹

内

豊

彦

佐
井
村
の
み
な
さ
ん
に
は
、
平

素
か
ら
交
通
事
故
防
止
活
動
を
始

め
、
警
察
業
務
の
各
般
に
わ
た
り

格
別
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
っ

て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
厚
く
御
礼

を
申
し
あ
げ
ま
す
。

さ
て
、
近
年
我
が
国
に
お
け
る

交
通
情
勢
は
、
都
市
化
の
進
展
や

社
会
構
造
の
変
化
、
モ
ー
グ
リ
ー

ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
等
に
伴
い
、

自
動
車
保
有
台
数
及
び
運
転
免
許

保
有
者
数
が
急
激
に
増
加
し
、
本

県
に
お
い
て
も
原
付
バ
イ
ク
を
含

む
車
輛
台
数
は
八
十
五
万
台
を
超

え
、
免
許
人
口
も
六
十
三
万
人
を

超
え
て
お
り
、
こ
れ
を
平
均
す
る

と
、
車
輛
は
一
世
帯
当
り
約
二
台

県
民
の
免
許
適
齢
人
口
の
約
二
人

に
一
人
は
運
転
免
許
を
保
有
す
る

と
い
う
、
ま
さ
に
「
く
る
ま
社
会
」

を
迎
え
た
の
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
に
加
え
て
高
速
道

路
も
全
線
開
通
し
、
本
県
も
高
速

交
通
時
代
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
、

特
に
本
県
は
「
観
光
元
年
」
と
銘

打
っ
て
観
光
客
の
誘
致
に
力
を
入

れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
下
北
半

島
に
も
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
、
交
通
量
の
大

幅
な
増
加
及
び
交
通
流
の
変
化
等

に
伴
う
交
通
事
故
の
増
加
が
危
惧

さ
れ
る
と
こ
ろ
な
の
で
あ
り
ま
す
。

今
年
の
県
内
の
交
通
事
故
死
者

は
、
一
月
三
人
、
二
月
九
人
、
三

月
一
人
と
昨
年
に
比
べ
十
一
人
少

な
か
っ
た
が
、
四
月
に
は
過
去
十

年
間
で
最
も
多
い
十
三
人
の
死
者

を
出
し
、
さ
ら
に
五
月
に
入
っ
て

か
ら
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
初

日
、
百
石
町
で
飲
酒
運
転
の
ワ
ゴ

ン
車
が
、
駐
車
中
の
ダ
ン
プ
に
激

突
。
ワ
ゴ
ン
車
に
乗
っ
て
い
た
六

人
全
員
が
死
亡
す
る
大
惨
事
を
起

し
て
お
り
、
五
月
十
五
日
現
在
の

全
国
統
計
で
は
、
本
県
は
死
者
三

十
八
人
で
二
十
三
位
に
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
本
格
的
な
行
楽

シ
し
ス
ン
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り

さ
ら
に
増
加
が
懸
念
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

本
年
の
死
亡
事
故
の
特
徴
点
を

み
ま
す
と
、

○
二
十
四
歳
以
下
の
若
年
運
転
者
の

飲
酒
、
暴
走
運
転
に
よ
る
事
故

○
子
ど
も
と
お
年
寄
り
の
歩
行
中

の
被
害
事
故

等
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

単
に
自
動
車
の
量
的
拡
大
、
交
通

流
の
変
化
と
い
っ
た
問
題
だ
け
で

は
な
く
、
自
動
車
交
通
に
対
す
る

県
民
の
理
解
と
行
動
に
関
す
る
問

題
も
多
分
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。佐
井
村
に
あ
っ
て
は
本
年
四
月

九
日
、
小
学
一
年
生
の
女
の
子
が

駐
車
中
の
ワ
ゴ
ン
車
の
後
方
か
ら

飛
び
出
し
、
バ
ス
と
衝
突
し
て
ケ

ガ
を
す
る
事
故
が
あ
っ
た
の
で
す
。

こ
れ
は
、
保
護
者
の
目
の
前
の
事

故
で
あ
り
、
幸
い
ケ
ガ
は
軽
傷
で

済
ん
だ
の
で
良
か
っ
た
も
の
の
、

こ
れ
が
重
傷
ま
た
は
死
亡
事
故
に

至
っ
て
い
た
ら
、
保
護
者
と
し
て

あ
き
ら
め
き
れ
な
い
多
く
の
反
省

点
が
出
て
来
た
も
の
と
思
わ
れ
る

の
で
す
。

警
察
と
し
て
は
、
一
瞬
の
う
ち

に
家
庭
の
幸
福
を
破
壊
す
る
悲
惨

な
交
通
事
故
か
ら
、
み
な
さ
ん
の

命
を
守
る
と
と
も
に
、
円
滑
な
交

通
秩
序
の
回
復
を
図
り
、
県
民
が

安
心
し
て
通
行
で
き
る
よ
う
な
、

安
全
で
快
適
な
交
通
社
会
を
実
現

す
る
こ
と
を
目
標
に
、
県
民
の
理

解
と
協
力
を
得
な
が
ら
積
極
的
に

諸
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
交
通
事
故
の

な
い
安
全
で
快
適
な
交
通
社
会
は

警
察
の
諸
策
だ
け
で
成
し
遂
げ
ら

れ
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
り
ま

す
。
究
極
的
に
は
、
県
民
一
人
ひ

と
り
が
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
と
マ

ナ
ー
を
身
に
っ
け
、
思
い
や
り
の

心
を
持
っ
て
実
践
し
、
交
通
安
全

は
自
ら
の
手
で
築
く
と
の
意
識
を

持
つ
こ
と
が
重
要
で
す
。

幸
い
佐
井
村
で
は
、
本
年
五
月

十
日
現
在
二

、
二
九
二
日
間
と
長

期
間
に
わ
た
っ
て
交
通
死
亡
事
故

ゼ
ロ
を
継
続
中
で
あ
り
、
今
後
さ

ら
に
二
、〇
〇
〇
日
達
成
を
目
指
し

て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
がへ

目
標

に
向
っ
て
村
を
け
じ
め
関
係
機
関

団
体
と
の
連
携
を
密
に
、
地
域
住

民
総
ぐ
る
み
に
よ
る
交
通
安
全
活

動
を
積
極
的
に
展
開
し
て
い
く
所

存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん

の
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ

ま
す
。

▼新入学児童への安全指導

交 通 事 故 死 ０

の 更 新 状 況

６２．３．３１日現在

相 馬 村
４，３３４０

三 厩 村
２，８２０日

小 泊 村
２，６４０日

平 館 村
２ユ１０囗

常 盤 村
２，０１８日

倉 石 村
１，７３９囗

風間浦村
１，３４１日

佐 井 村
１，２２１日



税
務
だ
よ
り

生命保険と税金あ
な
た
白
身
や
あ
な
た
の
家
族

を
受
取
人
と
す
る
生
命
保
険
料
、

簡
易
生
命
保
険
料
、
生
命
共
済
の

掛
金
な
ど
を
支
払
っ
た
と
き
は
、

支
払
額
に
応
じ
て
、
一
定
額
が
生

命
保
険
料
控
除
と
し
て
、
そ
の
年

の
所
得
金
額
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
保
険
金
を
受
け
取
っ
た

と
き
は
、
保
険
料
を
だ
れ
が
負
担

し
て
い
た
か
に
よ
っ
て
相
続
税
、

贈
与
税
あ
る
い
は
所
得
税
が
か
か

り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務
相

談
室
や
税
務
署
に
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。申告納税制度を

支えるために

我
が
国
は
、
納
税
者
が
自
ら
税

法
に
従
っ
て
自
分
の
所
得
と
税
額

を
正
し
く
計
算
し
、
申
告
し
て
納

税
す
る
「
申
告
納
税
制
度
」
を
採

っ
て
い
ま
す
。

税
務
署
で
は
、
申
告
納
税
制
度

の
基
本
で
あ
る
「
正
し
い
申
告
と

納
税
」
の
た
め
に
、
広
報
、
相
談

指
導
、
調
査
を
通
じ
、
正
し
い
税

知
識
の
普
及
や
税
負
担
の
公
平
確

保
に
努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
方
公
共
団
体
、
税
理

士
会
、
関
係
民
間
団
体
等
と
の
連

携
を
推
進
し
、
申
告
納
税
制
度
の

定
期
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

納
税
者
の
み
な
さ
ん
、
税
を
正

し
く
理
解
し
、
正
し
い
申
告
と
納

税
を
し
ま
し
よ
う
。

税に関する

高校生の作文募集
国
税
庁
で
は
、
高
校
生
の
み
な

さ
ん
か
ら
税
に
関
す
る
作
文
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

テ
ー
マ
は
、
税
に
っ
い
て
日
ご

ろ
考
え
て
い
る
こ
と
や
意
見
な
ど

税
に
関
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
何
で

も
結
構
で
す
。

作
文
は
、
一
人
一
編
。
三
千
字

以
内
で
、
九
月
五
日
（
上
）
ま
で

に
最
寄
り
の
税
務
署
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
応
募
さ
れ
た
作
文
の

う
ち
優
秀
な
も
の
に
は
、
国
税
庁

長
官
賞
や
仙
台
国
税
局
長
賞
な
ど

が
贈
ら
九
ま
す
。

国

民
年

金

の

保

険

料

は

忘
れ
な
い
で
納
め
ま
し
よ
う

昭
和
六
十
一
年
四
月
一
日
か
ら

①
基
礎
年
金
の
導
入
、
②
給
付
水

準
と
負
担
の
バ
ラ
ン
ス
、
③
女
性

の
年
金
権
の
確
立
を
骨
子
と
し
て

国
民
年
金
制
度
の
大
改
革
が
行
な

わ
れ
、
今
年
で
二
年
目
を
迎
え
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
多

く
の
方
々
が
あ
ま
ね
く
年
金
を
受

け
る
権
利
を
充
足
す
る
た
め
に
は
、

保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
は
、
欠

か
せ
な
い
要
件
で
す
。

納
め
忘
れ
が
あ
っ
た
ば
か
り
に

万
一
の
事
故
や
、
年
を
と
っ
た
時

に
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
に

な
っ
て
は
、
せ
っ
か
く
の
年
金
権

を
無
駄
に
し
て
し
ま
い
ま
す
。

納
め
忘
れ
が
あ
っ
た
ら
、
す
ぐ

納
付
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
保
険
料
は
二
年
を
過
ぎ

る
と
時
効
に
よ
り
納
め
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
計
画

的
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

国

民

年

金

展

の

習

字

作

品

を

募

集

し

ま

す

国
民
年
金
制
度
の
普
及
推
進
と

小
学
生
の
習
字
教
育
の
向
上
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
国

民
年
金
展
の
習
字
作
品
を
募
集
し

ま
す
。
今
年
で
二
十
三
回
目
を
迎
え
る

こ
の
作
品
展
は
、
県
内
の
小
学
生

の
習
字
作
品
の
発
表
の
場
と
し
て

広
く
定
着
し
て
お
り
ま
す
。

昨
年
は
、
県
下
全
域
か
ら
二
千

六
十
五
点
の
応
募
が
あ
り
、
こ
の

う
ち
百
二
十
六
点
が
優
秀
作
品
と

し
て
十
月
二
十
五
・
六
日
の
二
日

間
、
弘
前
市
内
の
デ
パ
ー
ト
に
展

示
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
八
戸
市
内
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
役
場

民
生
相
談
課
の
年
金
の
係
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

６
月
３ ０
１ヨは
自 動 車 税 。

納 期 限 で す

忘 れ ない で 期 限 内 に 納 めまし よう

〈車 検 を む か え る み な さ ん へ 〉

自動車税の納税通知書の一枚目は、納税

が済むと車検に必要な納税証明書になりま

尹。車検証と一緒に大切に保管してくださ

八。 －むっ県税事務所一

日 月 ３ ０ 日 は

村 県 民 税（１期 ）

固 定 資 産 税（２期 ）の

納 期 限 です 。

一納期内納付にご協力下さいー



人

権

擁

護

委

員

制

度

を

ご

存

じ

で

す

か

六
月
一
日
は
、
人
権
擁
護
委
員

法
が
施
行
さ
れ
九
日
で
す
。

昭
和
二
十
四
年
六
月
一
日
に
人

権
擁
護
委
員
法
が
施
行
さ
れ
、
国

民
の
基
本
的
人
権
を
擁
護
し
見
守

る
匸

言
わ
ば
民
間
人
に
よ
る
人
権

の
番
人
の
機
関
が
誕
生
し
た
の
で

す
。
こ
れ
が
人
権
擁
護
委
員
制
度

の
始
ま
り
で
す
。

わ
た
し
た
も
の
村
に
は
、
次
の

人
権
擁
護
委
員
が
い
ま
す
。
相
談

は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

樋
口

秀
次

三
八
上
三
六
九

太
田

正
三

三
八
一
四
二
元

加
賀
亀
水
重

三
八
入
一
六
〇
六

より良い木造住宅づくり

＝県と国とがお手伝い＝

地

域
優

良

木

造

住

宅

制
度

ひ
制
度
の
目
的

地
域
の
特
性
を
踏
ま
え
た
高
い

耐
久
性
と
居
住
性
を
備
え
た
優
良

な
木
造
住
宅
の
建
設
者
等
に
対
し

て
、
住
宅
金
融
公
庫
の
融
資
と
県

の
助
成
を
連
携
し
て
行
い
、
も
っ

て
良
質
な
木
造
住
宅
ス
ト
ッ
ク
の

形

成

と
地

域

住

宅

産
業

等

の

活

性

化
を

図

る
も

の

で

す

。

ｏ

対

象
住

宅

の

要
件

耐

久
性

向

上

の
た

め

の

諳
工

事

及

び
断

熱

工

事

の
実

施

。

県
産

材

の

活
用

（
金

木

材

使
用

量

（
材

積

）

の

五

十
％

以

上

）

ｏ
公

庫
融

資

二
〇

〇

万

円

の

割
増

貸

付

を

実

施

し

ま
す

。

つ
県

の
助

成

公

庫
借

入

金

の

返
済

残

高

に

対

し

て

〇

・
五
％

の
利

子
補

給

を

五

年
間

実

施

す

る

。
利

子

補

給

金

の

統
計

は
、

概

ね

一

戸
当

り

二

〇
万

円

で
す

。

・

建

設
基

準

な

ど

詳
し

い
こ

と

は

青
森

県
土

木

部

建
築

住

宅

課

住

宅

企
画

班

（

。一一
〇

一

七
七
－

二

二
－

一

一

一

匸

に

お

問

い
合

わ

せ

く

だ
さ

い

。

梅雨前線

う
っ
と
う
し
い
梅
ｍ

の
シ
ー
ズ

ン
で
す
ね
。
と
い
っ
て
も
、
細
長

い
日
本
列
島
の
こ
と
で
す
か
ら
、

梅
ｍ

の
時
期
も
所
に
よ
っ
て
違
い

ま
す
。
沖
縄
の
平
均
梅
雨
入
り
は

五
月
十
一
日

ご
ろ
、
東
北
地

方
の
北
部
は
六
月
十
五
日

ご

ろ
で
す
。
ご
存
じ
の
よ
う
に

北
海
道
に
は
梅
雨
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
え
ぞ
梅
ｍ

と
称
し

て
、
梅
雨
め
い
た
日
が
続
く

く
こ
と
は
あ
る
そ
う
で
す
。

梅
雨
の
時
期
に
は
日
本
付

近
に
東
西
に
延
び
る
前
線
が

停
滞
し
て
い
る
の
が
特
徴
で

こ
の
停
滞
前
線
を
梅
雨
前
線

と
呼
び
ま
す
。
前
線
の
北
側
は
オ

ホ
ー
ツ
ク
海
高
気
圧
か
ら
の
冷
た

い
北
寄
り
の
風
が
、
南
側
は
太
平

洋
高
気
圧
か
ら
の
暖
か
い
湿
っ
た

南
寄
り
の
風
が
吹
い
て
い
ま
す
。

梅
雨
前
線
は
南
か
ら
北
上
し
ま

す
が
、
秋
の
秋
雨
前
線
は
反
対
に

北
か
ら
南
下
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の

ご
朋
線
”
は
気
象
用

語
で
す
が
、
こ
の
ほ
か
に
、
季
節

を
表
す
、
何
々
前
線
と
い
う
の
が

い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。
も
っ
と
も

有
名
な
の
が
桜
前
線
で
す
が
、
こ

れ
を
追
っ
て
、
や
ま
つ
つ
じ
前
線

藤
前
線
、
あ
じ
さ
い
前
線
な
ど
が

北
上
し
ま
す
。
秋
に
は
、
す
す
き

か
え
で
の
紅
葉
な
ど
の
前
線
が
南

下
し
ま
す
。

日
本
は
自
然
の
移
り
変
わ
り
の

は
っ
き
り
し
た
楽
し
い
国
で

す
ね
。
と
は
い
う
も
の
の
、
梅
雨

期
は
恐
ろ
し
い
災
害
の
季
節

で
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

六
月
は
「
土
砂
災
害
防
止
月

間
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
梅

雨
や
台
風
な
ど
に
よ
る
土
石

流
、
地
滑
り
、
が
け
崩
れ
な

ど
の
災
害
か
ら
人
命
や
財
産

を
守
る
た
め
の
認
識
を
深
め
、

対
策
を
推
進
す
る
月
間
で
す
。
あ

な
た
の
身
の
回
り
を
点
検
す
る
と

同
時
に
、
万
一
の
と
き
の
対
策
も

考
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。



乳

母

車

－

車
の
中
で
は
絶
対
に
立
た
せ
な
い
Ｉ

乳
母
車
は
育
児
中
の
お
母
さ
ん

の
必
需
品
。
日
常
生
活
に
欠
か
せ

な
い
便
利
な
も
の
で
す
が
、
だ
か

ら
使
い
方
も
手
軽
、
と
い
う
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

事
例
一
、
立
ち
あ
が
っ
た
赤
ち

ゃ
ん
の
ケ
ガ

三
歳
の
坊
や
を
連
れ
、
下
の
女

児
を
バ
ギ
ー
タ
イ
プ
の
乳
母
車
に

乗
せ
て
い
た
お
母
さ
ん
。

ビ
ル
の
廊
下
で
坊
や
の
世
話
の

た
め
乳
母
車
を
止
め
ま
し
た
。
ふ

と
見
る
と
眠
っ
て
い
る
と
思
っ
た

女
児
が
立
ち
あ
か
っ
て
い
た
の
で

駆
け
寄
っ
た
瞬
間
、
乳
母
車
は
ひ

っ
く
り
か
え
り
、
金
具
で
右
目
の

下
を
四
針
縫
う
ケ
ガ
。
乳
母
車
は

車
輪
を
ロ
ッ
ク
し
て
お
き
ま
し
た

し
、
股
ベ
ル
ト
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

も
締
め
て
い
た
の
で
す
。

事
例
二
、
赤
ち
ゃ
ん
ご
と
倒
れ

た

乳

母

車

一

歳
八

か
月

の

女
児

を

乳

母

車

に

乗
せ

て
外

出

し

た

お
母

さ

ん

。

近

所

の
奥

さ

ん

に
会

っ
た

の

で

後

輪

を

ロ
ッ

ク
し

て

立
話

し

を

し

て

い
た

と
こ

ろ

、

子

ど

も

が
乳

母

車

の

座
面

に

立

ち

あ

が
り

ま

し

た

。

で

も
す

ぐ

座

る

よ

う
す

だ

っ
た

の

で

、

そ

の
ま

ま

に

し

て

い
た

と

こ

ろ

、

シ
ー

ト

座

面

の

後
部

が

ガ

ク

ッ

と

落
ち

こ

み

、

そ

の
勢

い
で

乳

母

車

が
う

し

ろ

に
倒

れ

、

子

ど

も

は

後
頭

部

打

撲

。

事
故

後

乳

母

車

を
み

る
と

股

ベ

ル

ト

の
下

の

つ

け

根

が
こ

わ

れ

、

は

ず
れ

て

い
ま

し
た

。

事
故

原

因

は

事

例

一
で

は

被

害

者

の
女

児

が

乳

母

車

の
座

面

に

立

ち

あ

が

っ
た

た

め

で
す

。

安

全
を

考

慮

し

て

い

る
と

は

い

え

、

金
具

も
使
用

し

て

い
る

乳
母

車

で
す

か

ら

、

打

ち
よ

う

に

よ

っ

て

は
打

撲

も
あ

り

得
ま

す

。

こ

の

お

母
さ

ん

は

車

輪

を

ロ
ッ

ク
し

て

い

ま
す

が
、

乳

母

車

の

ロ

ッ
ク

は

取

扱

説
明

書

に

も

書

か
れ

て

い

る

よ

う

に
、

空

車

の

と
き

は
有

効

で

も

、
赤

ち

ゃ

ん

や

荷

物
を

乗

せ

た

と

き

は
信

頼

で
き
な

い
も
の
で
す

。

ベ

ル
ト

は

赤

ち

ゃ

ん

の
体

を
（

ン

モ

ッ

ク
か

ら

離

れ
な

い
よ

う

に

使

う

も

の
で

す

が

、
立

ち

あ

が

り
防

止

で

は
あ

り

ま
せ

ん

。

事

例
二

で

は

、
や

は

り

赤
ち

ゃ

ん

が
立

ち

あ

が

り
背

も
た

れ

に
寄

り

か

か

っ
た

は

ず
み

で

、

乳
母

車

が

う
し

ろ

に

び
っ

く
り

か

え

っ
た

も
の

と

考
え

ら

れ

ま
す

。
こ

の

乳

母

車

の
構

造
上

、

座

面

が

落

ち

込

む

こ
と

は

考
え

ら

れ

ず
、

ま

た

、

３０

キ

ロ

（
女
児

八

～

九

歳

の

体
重

相
当

）

の

荷

重
を

加

え

て

も

何

の

異
状

も
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た

。

こ

の
場

合

、

事
故

発

生

状
況

か

ら

、

股

ベ
ル

ト

の
破

損

は

関

係
な

い

と

考
え

ら

れ

ま
す

。

乳
母

車

使
用

中

の
事

故

は

、
厳

し

い

言

い
方

に
な

り

ま

す

が

、

お

母
さ

ん

の
注

意

が
行

き

届

け

ば
防

げ

る

も

の
ば

か

り
で

す

。

育
児

の

さ

な
か
は

、
い
っ
と
き

も
気

が

抜
け

な

い
綮

張

の

連

続

。
そ

ん

な

状
態

に
お
か
れ
て
い
る
お
母

さ

ん

に
「
不

注

意
」
の
こ
と
ば
を
浴
び
せ

る
の
は

酷

と
知

り

な

が

ら
、

や

は

り

細
や

か
な

気
配

り

を

お
願

い
し

ま

す

。

●
折

り
た

た

み
機

構

の
あ

る

乳
母

車

は
、

使

用

す

る
と

き

に

必

ず

止

め

金
具

が

か

か

っ
て

い

る

か

ど

う

か
確

認

す

る

こ
と

。

●
必

ず

シ
ー

ト

ベ

ル
ト

を

締

め

て

使
用

す

る

こ

と

。

●
乳
幼

児

を

乳
母

車

の
中

で

立
だ

せ

な

い
こ

と

。

●
ス
ト

ッ
パ

ー

は
、

空

車

の

と

き

有

効
で

、

子

ど

も
を

乗

せ

た

と

き

は
信

頼

し
な

い
こ

と

。

●
子

ど

も
を

乗
せ

た

ま

ま

、

路
上

に

置
き

放

し

は
絶

対

に

し

な

い

こ
Ｌ
と
。

お
子

さ

ん

の

た
め

に

、

右

の
注

意

を

必

ず
守

っ
て

く
だ

さ

い

。

タ

コ

足

配

線

は

キ

ケ

ン

で

す

コ
ー
ド
や
配
綏
器
弖
匸

は
、
電
流
を
流
し
て
よ
い
限
度
が
あ
り
挂

す
。テ
ー
ブ
ル
タ
ッ
プ
な
ど
を
使
っ
て
夕
口
足
配
線
を
し
て
い
る
と
、

一
度
に
沢
山
の
電
流
万
流
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
た
い
へ
ん
危
険
で
す
。

電
気
機
器
は
、
ノ
ン
セ
ク
ト
か
ら
使
う
の
が
安
全
で
す
。

満 １ 歳 に な る

赤 ち ゃ ん を

募 集 し て い ま す ，

満１歳になる前の月の１５日ま

でに役場企画財政係まで連絡く

ださい。

戸 籍 の 窓 口

５ 月１６日 現 在

○ お 誕 生 お め で と う

鹿 島 大 志 （勝 ） 火 佐 井

坪 井 智 哉 （敏 明 ） 大 佐 井

中 市寸 春 香 （久 ） 古 佐 ジ牛

大 山島 日青奈 （字羊光 ） 原 田

王二十り齟賃白徽 Ｇ青日青） 鑷Ｅ 谷

括旨谷 ン攵美 （旦粱糸己） 者黙 二岩

西 谷 香 乃 子 （久 ） 大 佐 井

田 中 仲 弥 （潔 ） 福 浦

奥 本 愛 美 （陽 一 ） 大 佐 井

田 中 真 吾 （勝 秋 ） 福 浦

○ ご 結 婚 お め で と う

（里予本寸 ｜政 ボｕΞ己里予町Ｅ

市目木 裕 子 古 佐 ま卜

僕 本 公 雄 大 佐 井

怙 丸 清 美 東 京 都

休 堀 正 明 古 佐 井
匡 木 由 美 子 七 飯 町

仁 藤 博 文 鰺 ヶ 沢 町
ｙ
山 本 紀 子 古 佐 井
／中 村 弘 志 火 佐 ＃
ｙ
佐 藤 ひ ろ み 原 田
（走医月善 弓ム彳斤 字畠 抒杵

田 中 か お り 福 浦
／野 呂 忠 明 青 森 市
ｙ
上 山 孝 子 川 目
ｙｍ 村

政 昭 火 佐 ＃
ｙ村 上
ゆ か り 仙 台 市

巾 畸 武 大 佐 井
恫 章 子 深 谷 市

川 越 修 古 佐 井

し 林ヽ 典 枝 与 野 市

白ヒ田 口出 光 平 舘 村
ｙ
東 出 る み 子 磯 谷
／佐 々 木 一 彦 大 佐 井

川 島 由 香 仙 台 市

／坪 谷 忠 彦 川 目
ｙ
堀 田 広 美 設 楽 町

○ お く や み 申 し 上 げ ま す

若 山 夕 力 （善 吉 ） 古 佐 井
佐 藤 富 夫 （修 逸 ） 原 田

岡 本 っ ま （良 夫 ） 大 佐 井

坂 井 長 之 助 （亮 一 ） 牛 滝

４月３０日現在人口（前月比）

男 １，９８０ （＋７）

女 １，９８３ （＋ ４）

計 ３，９６３ （＋１１）

世帯数 １，１３０ （＋１５）
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